
（別紙３）

～ 2025年1月20日

（対象者数） 61 （回答者数） 30

～ 2025年1月20日

（対象者数） 25 （回答者数） 20

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

日々の保育の中で保護者のかたに不安や質問を話していただ
く関係性や雰囲気を作ったり、保育士が何気なく行う支援を
言葉で説明、解説をしていくように心がけます。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

現在ある機会（ホットタイム、懇談会）を更に活発にしてい
くように働きかけます。ご希望される兄弟のボランティア受
入相談等を行っていきます。

2

3

○事業所名 つくしんぼ教室

○保護者評価実施期間 2024年11月11日

○保護者評価有効回答数

2024年11月11日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2025年3月28日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

現在、父母の会の活動や保護者会、兄弟向けのイベントを実施
していません。

療育は週１～３回の利用であったり、１日２部制の保育の実施
のため、保護者同志の交流が、利用日の中の数時間に限られて
しまいます。
幼稚園、保育園に所属している場合は、そちらの活動や保護者
会があり、必要度が少ない現状があります。

母子通園で保育を実施しているため、保護者と保育士が子ども
の理解を深め、具体的な支援を共有しやすい環境にあります。

個々の興味、関心に合わせた活動内容を母子を単位にした小グ
ループで療育を行っています。

事業所における自己評価総括表公表


